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V33b パルサータイミング観測用GPS時刻信号システムの開発
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アルゴハイテック社と共同して、ナイキスレートベースバンドデータから分散消去大規模ディジタルフィルタ
リング演算を行う装置を開発した。これはパルサーの信号が地球に到達するまでに星間中のプラズマ雲により受
けた分散を消去するものである。シャープになったパルサータイミング信号を正確に得るためにGPS受信機を導
入する。
　GPS受信機の周波数安定性についてはGPS受信機とヒューレッドパッカード社製温度補償水晶発信機との位
相差を測定し、アラン分散を算出することにより得られる。。実験方法として周波数カウンターでを周波数の時間
的なずれをカウントする方法とそれぞれの発信機の時間的な位相変化をオシロスコープなどで測定していく方法
が考えられる。今回は後者の手法を 2つの異なる解析方法で試みた。まず一般的な二つの信号の積を取り、位相
を検出する方法とオシロスコープで得られたリサージュを楕円フィッティングし、時間的な位相を算出する方法
である。
　ナイキストレート記録HDDアレイは 2複素入力までの記録が可能であり、パルサー信号とGPS信号を並列に
書き込むことができる。


